
学校番号 412 

令和 3年度 理数科 

 

教科 理数 科目 
（理数専門） 

理数化学 
単位数 3 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂 化学 （東京書籍） 

副教材等 

改訂 ニューステップアップ化学 （東京書籍） 

改訂 Let’s Try Note 化学 vol.4 有機化合物 

改訂 Let’s Try Note 化学 vol.5 高分子化合物 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年次の「化学基礎」、2年次の「理数化学」を基に、「理論化学（2 年次の続き）」、「有機化合物」、

「高分子化合物」について学習します。1年次、2年次と同様に身の回りの物質や身の回りに起こる化

学現象に興味をもちながら、授業を受けてください。 

また、問題集ノートを用意し、問題集を何度も解くことで知識をきちんと身につけてください。 

 

２ 学習の到達目標 

化学的な事物・現象に対する探究心を深め、目的意識を持って観察、実験などを行い、化学的に

探求する能力を身につけるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、化学的な

自然観を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c : 技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

われわれの身の回り

にある物質や化学現

象に興味・関心を持

ち、意欲的に探求し

ようとするととも

に、化学的な性質・反

応を正しく理解しよ

うと努めるなど，科学

的な見方や考え方を

身につけている。 

化学現象の中から問

題を見いだし、探求

する過程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した答え

を適切に表現してい

る。 

化学現象に関する観

察、実験などを行い、

基本操作を習得する

とともに、それらの

過程や結果を的確に

記録、整理し、自然の

事物・現象を科学的

に探求する技能を身

につけている。 

化学現象について、

基本的な概念や原

理・原則を理解し、

知識を身につけて

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単

元

名 

 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価方

法 
a b c d 

１

学

期 

化

学

反

応

と

エ

ネ

ル

ギ

ー 

電

池

と

電

気

分

解 

 

電池 ○ ○  ○ a:身近な電池に興味を持ち、それらの反

応について調べようとする。 

b:電池の原理をもとに実用電池について

考察できる。 

c:電池や電気分解の実験を行い、その説

明を表現する。 

d:電池の原理、実用電池の反応としくみ

電気分解の原理、ファラデーの法則につ

いて理解している。 

学習 

状況 

 

ノート・ 

ワーク 

シート 

 

探求 

活動 

 

観察・ 

実験 

 

定期 

考査 

電気分解 ○ ○ ○ ○ 

化

学

反

応

の

速

さ

と

平

衡 

化

学

反

応

の

速

さ 

反応の速さ ○ ○ ○  a:化学反応の速さとその決定要因につい

て関心をもち、調べようとする。 

b:濃度や圧力、温度を変えることによっ

て化学反応の速さが変化する原理を考察

する。 

c:反応の速さを定量的に調べる方法を示

すことができる。 

d:化学反応の速さと反応する物質の濃度

や圧力温度との関係を理解している。 

反応の速さを決める

条件 

○ ○   

反応のしくみ ○ ○   

化

学

平

衡 

可逆反応と化学平衡 ○ ○  ○ a:化学平衡とその移動に関心をもち調べ

ようとする。 

b:ルシャトリエの原理を用いて平衡の移

動の方向を考察する。 

c:平衡移動の方向と濃度、圧力、温度と

の関係を調べる方法を示すことができ

る。 

d:可逆反応と不可逆反応の違い、ルシャ

トリエの原理、平衡定数の意味を理解し

ている。 

平衡の移動 ○ ○ ○  



水

溶

液

中

の

化

学

平

衡 

電離平衡 ○ ○  ○ a:弱酸・弱塩基の電離平衡、水の電離平

衡とｐHに関心をもち、調べようとする。 

b: 弱酸・弱塩基の電離平衡や水溶液のｐ

H を電離平衡定数と電離度の関係、水の

イオン積を用いて考察できる。 

c: 弱酸・弱塩基の滴定曲線の作成を通じ

て水溶液中の化学平衡について調べ、そ

の結果を考察し表現できる。 

d:酸・塩基の電離平衡における電離定数、

電離度、イオン濃度の関係を理解してい

る。 

学習 

状況 

 

ノート・ 

ワーク 

シート 

 

探求 

活動 

 

観察・ 

実験 

 

定期 

考査 

塩の水への溶解 ○ ○ ○ ○ 

２

学

期 

有機化

合物 

有機化合物の特徴 ○   ○ a: 有機化合物の特徴・性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち、その構造や

性質、反応性について調べようとする。 

b:有機化合物の性質や反応性が無機物質

とは異なる特徴があることを見いだすこ

とができる。 

c: 有機化合物の特徴や炭化水素に関す

る観察や実験、官能基を含む有機化合物

に関する観察や実験を行い、その基本操

作や記録の仕方を習得している。 

d: 有機化合物の特徴や反応性について、

日常生活に関連づけて理解している。炭

化水素の分類とその反応性について理解

している。官能基の性質に対する知識を

身につけている。 

有機化合物の構造式

の決定 

○ ○   

飽和炭化水素   ○ ○ 

不飽和炭化水素   ○ ○ 

アルコールとエーテ

ル 

○ ○ ○ ○ 

アルデヒドとケトン ○  ○ ○ 

カルボン酸とエステ

ル 

○ ○ ○ ○ 

油脂とセッケン ○ ○  ○ 

芳香族炭化水素 ○  ○ ○ 

酸素を含む芳香族化

合物 

○ ○  ○ 

窒素を含む芳香族化

合物 

○ ○  ○ 

芳香族化合物の分離 ○ ○  ○ 

食品 ○   ○ 

医薬品 ○   ○ 

染料 ○   ○ 

洗剤 ○   ○ 

３

学

期 

高分子

化合物 

高分子化合物  ○   a:高分子化合物の特徴について観察を行

うとともに、それらを日常生活に関連づ

けて調べようとする。 

b: 高分子化合物の性質や反応性が無機

物質や有機化合物とは異なる特徴がある

ことを見いだすことができる。 

c:高分子化合物に関する観察や実験を行

いその基本操作や記録の仕方を習得して

いる。 

d: 高分子化合物の特徴や反応性につい

て、日常生活に関連づけて理解している。 

単糖類・二糖類 ○  ○  

多糖類 ○    

アミノ酸 ○ ○   

タンパク質 ○ ○ ○  

核酸 ○    

合成繊維 ○ ○  ○ 

プラスチック ○ ○  ○ 

ゴム ○   ○ 

プラスチック利用の

拡大と環境問題 

○   ○ 

 



＊表中の観点について   a: 関心・意欲・態度     b: 思考・判断・表現 

                          c : 技能           d: 知識・理解 

 

 ＊原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 


